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新

羅

浄

土

教

の

展

開

(
一
)

―

十
念
論
に
着
眼
し
て
―

梯

信

暁

朝
鮮
半
島
に

お

い
て
阿
弥
陀
仏
経
典
の
研
究
が
隆
盛
を
極

め
る

の

は
、
新
羅
が
半
島
を
統

一
す
る
七
世
紀
の
半
ば
過
ぎ
か
ら
の
ほ
ん
の
数

十
年
間
で
あ
る
。

こ
の
間
に
輩
出
す
る
諸
家
の
う
ち
、
著
作
等
に
よ

っ

て
そ
の
思
想
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
元
暁

(六

一
七
～
六
八
六
)
・

法
位

・
義
寂

・
玄

一
・
憬
興

(-
六
八
一
ー
)
の
五
人
で
あ
る
。
新
羅
浄

土
教
思
想
史
の
研
究
は
、
彼
ら
の
思
想
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
か
ら

は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
の
五
人
は
年

代
的
に
あ

ま
り
に
も
接
近
し
す
ぎ

て
い
て
、
前
後
関
係
を
把
握
す
る
こ

と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
元
暁

・
法
位
の
説
が
玄

一
・
憬
興
の
著
作

中
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
、
元
暁

『
無
量
寿
経
宗
要
』
・

法
位

『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は

『成
唯
識
論
』
お
よ
び
慈
恩
以
降
の
法

相
宗
の
典
籍
の
依
用
が
な
く
、
義
寂

『無
量
寿
経
述
義
記
』
・
玄

一
『無

量
寿
経
記
』
・
憬
興

『無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
は
見
ら
れ

る
と

い

う
こ
と
か
ら
、
元
暁

・
法
位
は
義
寂

・
玄

一
・
憬
興
よ
り
も
先
輩
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

い
く
つ
か
の
教
理
的
問
題
に
つ
い
て
、
五
人
の
見
解
を
く

ら
べ
て
み
て
、
そ
こ
に

一
定
の
流
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ぽ
、
彼

ら
の
思
想
的
位
置
づ
け
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
こ
こ
に
そ
の
第

一
弾
と
し
て
、
十
念
論

に
焦
点
を
絞

っ
て
新
羅
浄

土
教

の
展
開
の

一
側
面
を
見
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
十
念
」
と
は
、
周
知
の
如
く

『無
量
寿
経
』
上
巻
の
第
十
八
願
文
、

下
巻
の
三
輩
段
下
輩
の
文
、

『観
経
』
下
下
品

の
文
等
、

極
楽
往
生
の

為
の
因
行
を
説
く
中
に
出
る
文
言
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
意
味
が
掴
み

難
く
、
古
来
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

元
暁
の
見
解
は

『無
量
寿
経
宗
要
』
の
下
輩
十
念
を
明
か
す

一
段
に

示
さ
れ
て
い
る
。
元
暁
は

『
無
量
寿
経
』
下
輩
の
十
念
に
、
顕
了
義

・

隠
密
義
の
二
義
を
見
る
。
隠
密
義

の
十
念
と
は
、
初
地
以
上
の
聖
者
所

生
の
純
浄
土
に
対
す

る
因
で
、
『弥
勒
問
経
』

の
慈
等
の
十
念
が

こ
れ

に
あ
た
る
。
顕
了
義

の
十
念
と
は
、
地
前
凡
夫
所
生
の
土
に
対
す
る
因

で
、
『
観
経
』
下
下
品
所
説
の
十
念
が
こ
れ
に

あ

た
る
。
そ
し
て
、
こ
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五

の

『
無
量
寿
経
』
下
輩
の
十
念
は
、
隠
密

・
顕
了
の
二
義
を
具
す
、
と

言
う
の

で
あ

る
。
即
ち
、
『観
経
』
下
下
品
の
十
念
は
凡
夫
の
所
発
で

あ
る

の

に
対
し

て
、
『
無
量
寿
経
』
下
輩
の
十
念
は
凡
夫
と
聖
者
の
両

方
に
通
ず
る
、
と
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

法
位
は
、

『無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
、

第
十
八
願
文
の
釈
中
に
十
念

論
を
展
開
す
る
。

法
位
に
よ
る

と
、

十
念
に
は

「
十
法
起
十
念
」
と

二

法
起

十
念
」
と
が
あ
り
、
「十
法
起
十
念
」
と
は

『弥
勒
問
経
』
に

説
か
れ
る
聖
者
所
発
の
慈
等
の
十
念
、
二

法
起
十
念
」
と
は

『観
経
』

下
下
品

に
説
か
れ
る
凡
夫
所
発

の
称
名
中
心
の
十
念
で
あ
る
。
ま
た
彼

は
、
第
十
八

・
十
九

・
二
十
願
を
そ
れ
ぞ
れ
上
品

・
中
品

・
下
品
の
往

生
を
誓
う
願
と
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
第
十
八
願
の
十
念
は
、
上
品
人

の
所
発
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
法
位
は
こ
れ
を

「
十
法
起
十
念
」
と
解

し
、
称
名

の
十
念
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

『無
量
寿
経
』
の
所
説
に
聖
者
所
発
の
十
念
を
認
め
る
点
で
、
元
暁
・

法
位
の
説

に
は

一
脈
相
通
ず
る
も
の
が

あ

る
が
、
『
観
経
』
下
下
品
の

十
念
に
対

す
る
見
解
に
は
、
両
者
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

元
暁
は

『観
経
』
下
下
品
の
十
念
を
釈
す
る
に
あ

た
り
、
『
略
論
安

楽
浄
土
義
』
か
ら
い
わ
ゆ
る
渡
河
讐
の
文
を
引
用
し
て
、

若
念
仏
名
、
若
念
仏
相
等
、
無
間
念
仏
、
乃
至
十
念
、
如
是
至
心
、
名
為
十

念
、
此
是
顕
了
十
念
相
也
。

と
言
う
。
仏
の
相
好
を
念
ず
る
と
い
う
こ
と
を
、
仏
名
を
念
ず
る
と
い

う
こ
と
と
並
べ
あ
げ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
元
暁
が

『観
経
』
下
下
品

の
十
念
に
観
想
念
仏
を
含
め
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

―
方
、
法
位
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

或
念
仏
名
字
、
或
念
仏
相
好
、
或
念
仏
光
明
、

或
念
仏
功
徳
、
或
念
仏
智

慧
、
或
念
仏
本
願
。
此
言
不
能
念
者
、
不
能
念
相
好

・
功
徳
等
。
又
不
能
念

仏
之
法
身
、
不
生
不
滅
、
無
生
念
観
也
。
言
若
不
能
念
応
称
無
量
寿
仏
者
、

此
明
唯
称
名
号
。
此
称
名
観
易
成
就
。
言
具
足
十
念
称
仏
名
者
、
口
称
心
念

要
須
満
十
。

「或
念
仏
名
字
、
或
念
仏
相
好
…
…
」
と
は
、
元
暁
が
用
い
た
の
と
同

じ

『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
の
説
で
あ

る
が
、
『
観
経
』
下
下
品
に

「不

能
念
」
と
あ
る
の
は
、
仏
の
相
好

・
功
徳
等
を
念
ず
る
こ
と
の
で
き
な

い
者
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
の
十
念
は
そ
の
よ
う
な
者
に
対
し
て

示
さ
れ
た
称
名
の
十
念
で
あ
る
、
と
言
う
。
即
ち
、
元
暁
が
こ
の
十
念

に
含
ま
せ

て
い
た

「仏
相
好
」
を
念
ず
る
と

い
う
観
想
念
仏
の
部
分

を
、
法
位
は
除
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
位
は
名
号
を
称
す
る
こ

と
を

「称
名
観
」
と
言
い
、
ま
た
十
念
を

「
口
称
心
念
」
と
言

っ
て
、

こ
の
十
念
か
ら
心
念
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
元
暁
よ
り
口
唱

の
称
名
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
法
位
は
元
暁

よ
り
も
十
念
の
易
行
性
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
義
寂
の
見
解
を
見
て
み
た
い
。
義
寂

は
、
『
無
量
寿
経
述
義
記
』

巻
中
で
、
第
十
八
願
文
を
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

『観
経
』
下
下

品
の
文
を
引
用
し
、
つ
づ

い
て
、
十
念
を
定
義
し
て
、

経
十
念
頃
、
専
称
仏
名
、
為
十
念
也
。
此
言
念
者
、
謂
称
南
無
阿
弥
陀
仏
、
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経
此
六
字
頃
、
名

一
念
。

と
言
う
。

こ
れ
は
法
位
以
上
に
口
唱
の
称
名
を
強
調
す
る
も
の
と
言
え

よ
う
。
第

十
八
願
の
釈
中
に
、
何
の
こ
と
わ

り
も
な

く
、
ま
ず

『
観

経
』
下
下
品
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
寂
は
第
十
八
願
の

十
念
と
、
『
観
経
』
下
下
品
の
十
念
と
を
同
じ
も
の
と
解
し
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ

る
。
こ
の
直
後
、
第
十
九
願
の
釈
中
に
、

第
十
九
、

摂
取
修
徳
欲
生
願
。
前
者
苦
逼
不
逞
念
仏
、

故
唯
専
称
十
念
得

生
。
此
即
容
預
可
兼
余
善
、
故
具
修
得
方
得
往
生
。

と
言
う
が
、

こ
こ
の

「
前
者
」
と
は
第
十
八
願

の
機
を
指
す
も

の
で
あ

り
、
「苦
逼
不
逞
念
仏
」
と
い
う

の
は

『観
経
』
下
下
品
に
出
る
文
言

で
あ
る
。
義
寂
は
第
十
八
願
を
下
品
人
の
往
生
を
誓
う
願
と
見
て
い
た

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
法
位
と
は
見
解
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
『弥
勒
問
経
』

の
十
念
に
つ
い
て
は
、

此
説
専
心
称
仏
名
時
、
自
然
具
足
如
是
十
念
。
非
必

一
一
別
縁
慈
等
、
亦
非

数
彼
慈
等
為
十
。…
…
又
此
十
念
、
錐
凡
所
起
、
非
凡
夫
事
。
故
云
非
凡
夫

念
。
…
…
不
可
以
非
凡
夫
念
言
、
高
推
上
地
。

と
、
慈
等

の
十
念
は
専
心
称
名
す
れ
ば
そ
の
中
に
自
然
に
備
わ
る
と
言

う
。
ま
た
、
『
弥
勒
問
経
』
'に

「非
凡
夫
事
」
等
と
あ

る

の
は
、
凡
夫

の
起
こ
す
十
念
で
は
あ
る
が
、
「
凡
夫
わ
ざ
」
で
は
な
い
と
い
う

こ
と

を
示
す
だ
け
の
も
の
で
、
慈
等

の
十
念
が
聖
者
の
所
発
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
、
と

主
張
す

る
。

つ
ま
り
、
元
暁

・
法
位
が
、
「称
名
を
含
む

凡
夫
の
十
念
」
と

「聖
者
所
発

の
慈
等
の
十
念
」
と
い
う
、
二
種
の
十

念
を
も

っ
て
、
『無
量
寿
経
』
『観
経
』

の
十
念
を
解
す
る
の
に
対
し
、

義
寂
は
こ
れ
を

「
称
名
の
十
念
」

の
上
に

一
本
化
す
る
の
で
あ
る
。

義
寂
が

か
く
も
称
名
を
重
視
す
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
既
に
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
が
善
導

の
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
『無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
、

諸
仏
所
証
、
平
等
無
二
、
実
如
所
問
。
若
以
願
行
東
以

(=
来
収
?
)、
非

無
因
縁
差
別
。
然
弥
陀
世
尊
、
本
発
深
重
誓
願
、

以
光
明
名
号
、
摂
化
十

方
。
但
使
深
信
専
心
求
念
、
上
尽

一
形
、
下
至
十
念
、
以
仏
願
力
、
易
得
往

生
。
是
故
経
中
偏
勧
向
彼
。

と
言
う
の
は
明
ら
か
に
善
導
の

『
往
生
礼
讃
』
の
依
用
で
あ
る
。
こ
こ

に

「
上
尽

一
形
、
下
至
十
念
」
と
あ
る
句
は
、
『往
生
礼
讃
』
で
は

「
上

尽

一
形
、
下
至
十
声

一
声
等
」
と
な

っ
て

い
る
。
『無
量
寿
経
』
第
十

八
願
の

「乃
至
十
念
」
の
意
味
を
明
か
す
釈
で
、
後
に
法
然
が

「
念
声

是

一
」
と
よ
ん
だ
有
名
な
説
で
あ
る
。
第
十
八
願

の
十
念
が
称
名

の
十

念
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
義
寂
で
は
あ
る
が
、
心
念
を
全
く
排
除
し

て
し
ま
う

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
「念
11
声
」
と
い
う

と

こ
ろ

ま
で
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
意
図
的

な
読
み
替
え
を
し
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

次
に
玄

,一
で
あ
る
が
、
彼
は
法
位

の
説
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
の
み
で
私

見
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
考
察

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

最
後
に
憬
興
の
見
解
を
見
て
み

た

い
。
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』

巻
中
、
第
十
八
願
文
の
釈
中
、
逆
諺
除
取
を
論
じ
た
と
こ
ろ
に
、
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但
誹
諺
正
法
罪
既
深
重
、
於
無
数
劫
受
苦
報
故
、
仮
具
十
声
必
不
得
生
。

と
、
「
十
声
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る

の
で
、
第
十
八
願
の
十

念
を
称
名
の
十
念
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
彼

は
第
十
八

・
十
九

・
二
十
願
を
そ
れ
ぞ
れ
摂
上
品

・
中
品

・
下
品
の
願

と
す
る
。
こ
れ
は
法
位
と
同
じ
で
あ
る
が
、

有
説
、
「此
経
十
念
、
依
十
法
而
念
。
非
仏
名
故
。
即
弥
勒
所
問
十
念
是
也
。」

此
亦
不
然
。
彼
経
十
念
即
非
凡
夫
。
必
非
上
品
三
生
所
能
修
故
。
今
即
還
同

観
経
十
念
。
上
輩
亦
修
十
念
。

と
、
法
位
説
を
否
定
し
て
、
第
十
八
願
の
十
念
は

『
観
経
』
下
下
品
の

十
念
と
同
じ
く
、
凡
夫
の
所
発
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て

『弥
勒

問
経
』

の
慈
等
の
十
念
は
、
凡
夫
の
所
発
で
は
な
い
の
で
、
上
品
人
と

い
え
ど
も
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
言
う
。
第
十
八
願
の
十
念
か

ら
慈
等

の
十
念
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。

:第
十
八
願
の
十
念
と

『
観
経
』
下
下
品
の
十
念
と
を
、
共
に
凡
夫
所

発

の
称

名
の
十
念
と
す

る

と

こ
ろ
は
、
義
寂

・
憬
興
の
共
通
点
で
あ

る
。

し

か
る

に
、
義
寂
は
第
十
八
願
の
十
念
を
下
品
人
の
所
発
と
考

え
、
し
か
も
こ
の
中
に
は

『弥
勒
問
経
』

の
慈
等

の
十
念
が
備
わ

っ
て

い
る
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
憬
興
は
第
十
八
願
の
十
念
か
ら
慈
等

の
十
念

を
排
除
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
十
念

の
易
行
性
を
よ
り
強

調
す
る
。
そ
の
上
に
、
こ
れ
を
上
品
人
の
所
発
と
す

る

の

で
あ

る

か

ら
、
九
品
の
全
体
を
凡
夫
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
憬
興
は

義
寂
に
比
べ
て
九
品
の
行
位
を

一
段
と
低
く
評
価
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

『無
量
寿
経
』
『観
経
』
が
凡
夫
の
み
を
対
象
と
し
て
説

か
れ
た
経
典
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
新
羅
諸
家
の
十
念
論
を
概
観
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
元
暁

よ
り
も
法
位
が
、
法
位
よ
り
も
義
寂
が
、
そ
し

て
義
寂
よ
り

も
憬
興

が
、
十
念
を
よ
り
易
行
の
立
場
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ

れ
に
よ

っ
て
こ
の
四
人
の
著
作
の
成
立
順
序
が
確
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
易
行
性
を
よ
り
強
調
す
る
、
或
い
は
、
凡
夫
救
済
を
よ
り
重
視

す
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
性
は
、
浄
土
教
思
想
の
流
れ
と
し
て
は
極
め

て
自
然
な
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
如
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
新
羅
浄
土
教
の

思
想
的
展
開

の

一
側
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
元
暁

・
法
位
に
お

い
て
は
、
『無
量
寿
経
』
所
説

の
十
念

の

一
分
に
聖
者
所
発

の
慈
等

の
十
念
を
含
ま
せ
、
こ
れ
と
凡
夫
所
発

の

称
名
十
念
と
を
別
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
義
寂
は
、
『無
量
寿

経
』
第
十
八
願

の
十
念
を
凡
夫

の
所
発
と
捉
え
、
十
念
を
称
名

の
十
念

に

一
本
化
す
る
。

こ
れ
は
、
善
導

の
見
解
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
十
念

の
易
行
性
を
強
調
す
ゐ
と
い
う
点

に
お
い
て
、
新
羅
浄
土
教
は
飛
躍
的
進
展
を
遂
げ
た
も

の
と
解
せ
ら
れ

る
。
憬
興

の
立
場
も
こ
れ
と
同

一
線
上
に
あ

っ
て
、
義
寂

の
立
場
を
さ

ら
に
も
う

一
歩
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

元
暁
、
法
位
、
義
寂
、
憬
興

(大
谷
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
)
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